
外部評価結果総括表

事業「 たけのこ

面確 定 日 200ヌ 軍2月 1日

名 特定非営利活動法人HEART TO HEART

I 運 営理念

域領 評価項目数
できている項 目

数

改害が必要な

項 目数

辛J酌 が 介 耐E'官

項目数
運 冨 埋 悪 ・違 冨 埋 悪 の 啓 売

特
記
事
項

「いつまでも普通に暮らせるノーマライゼーション」を理念として、入居者が重度化しても「できることは自分で」それを職員が支えられ
るようにしていきたいと取り組んできた。「自分だつたらどうしたいか」「ここにいたら安心と言つてもらえるホームにしたい」「やりたい

事を見極める」「時間を気にせずゆつくりと支援したい」などの職員の意見がある。「個人別業務ノート」を勤務後記入し管理者に提出
し管理者がコメントを返すことで意思疎通を図つている。職員の会議に入居者も同席して意見を言う場面もある。家族に毎月、介護
記録を郵送し、記録を読むことで本一ムでの『普通の生活」を伝えている。運営推進会議の中で、運営理念について、管理者から説
明をしている。

工 生活空間づくり

域領 評価項目数
できている項 目
数

改雷が必景客

項 目数

判断がf4N寵客

項 目数

家庭的な生活環境づくり

心身の状態に含わせた生活至問づくり

特
記
事
項

道路から大きな門扉を入ると、駐車場はゆるやかなスロープとなつており、そのまま段差なとで玄関へと続く。玄関入リロ花壇には、
家族の方が植えた花が咲いており、事務所を中心に左右に各ユニットの玄関がある。2ユニットがそれぞれ違う家としての工夫をし
ている。各ユニット名を土地の地番と同じ85番地、88番地と名付けている。85番地は、玄関入リロスペースにソファーとテーブルを
置いてくつろぎの空間作りがしてあり、88番地は、座面が商車の椅子がいくつか並べてバス停の待合室の雰囲気を出している。屋
内は、フ霞一リングでバリアフリーのつくりである。天丼を高くした設計で天窓があり、中庭からも光が入るように窓を大きくとつてい
る。居室にもトイレがあり、その入回の内側や外側に手すりを設置した居室もある。居室は掃き出し窓となつており、庭に出ることが
できるようになつている。

亜 ケアサービス

領 域 評価項目教
できている填目
数

収 言 か 必 景 /4~

項目数
判断が不鷲客

項ヨ数
ケアマネジメント 0 0

ホーム内での
くらしの支援

介護の基本の実行 0

日常生活行為の支援 1

牛 済 亨 揺 ・ホ ー ム 肉 牛 済 新 布 亨 瞬 0 0

医療 コ健康支援 0

特
記
事
項

「私の姿と気持ちシート」を使い、入居者の全身像を絵で表し「うれしい事、やりたい事」「ターミナルについて、私の受けている医療」
「不安、苦しみ、願い事」を聞いて、絵の周りに記入している。半年後同じようにモニタリングして、全身像を記入する事で、入居時か

らの変化が目で見てわかる。生活記録表は、A3サ イズ横版1週間分掲載を記入でき、入居者の1日の生活だけでなく週間の様子が

分かる様式である。生活記録表では「ケアプラン実施確認」項目に記入し、毎日評価ができるようにしている。入居者13名を毎日1人

ずつ順番に、16時の会議で取り上げ、生活記録表の「ケアプラン実施確認項目」の記録をもとに職員で意見交換をし見直している。
医療連携体制として、非常勤看護師1名による日常的健康管理と24時 間の連絡体制をとつている。あわせて滝川医院の訪問看護
ステーションと契約し毎週火曜日に血圧測定等により健康管理の指導を受けている。看取りの指針は重要事項の中で明記して契維
時説明をして同意を得ている。6月に田中医院医師の往診、家族の協力によりよい形での看取りの取組みを行つている。

IV運 営体制

領 域 評価項目数
できている項 目

数

収者が必景客

項 目数

判断が不能な

項 目数
内部の運宮体制 1 1 0 0

情 敢 ・租 談 ・盲 情 1 0

ホームと家族との交流 0 0

ホームと地域との交流 0 1

特
記
事
項

オーナーでもある管理者は、フリーの立場で2ユニットに入っている。毎日朝夕のミーティングには、ほぼ365日毎日参加し職員の話
しを聞いている。地域のお祭りに参加したり、保育園での敬老会参加、実習を受け入れている介護専P弓学校の文化祭への参加、地
区作品展への参加、老人福祉施設のバザーの見学、散歩、ドライブ、買い物、畑での手ほりなどできるだけ外出を心がけて、地域
の中での生活を大切にしている。運営推進会議には、毎回2から3名の家族の参加がある。作品展の受付やバザー用の手伝いなど
家族も積極的に協力している。運営推進会議には、町内会総代、長寿会会長、保育園園長、介護相談員、地域包指支援センター長
が参加し、地域との交流促進田市町村との連携方法こ活動状況の報告,相談・助言がある。災害時の消防団からの協力体制、運動
会の参加などホームが相談や助言ができる機会としている。

一ナーである管理者が、「あたりまえの暮らし」ができる場所として、平成15年6月に開設して4年目に入る。敷地内に陶芸エ

を建て、陶芸教室を開き、地域交流のきっかけとなつている。地区の「趣味の作品展」に陶芸教室の生徒や家族の協力で
「ささやか展」を開き、作品の出品や手作りのたけのこクッキーの配布を行つたところ関心を示した方がたけのこに遊びに来る
うになつた。陶芸教室に通うことを通して認知症の方の暮らし、生活に興味を持ち職員になつた人もいる。たけのこの生活で
居者が語つた話しを絵本にすることで、認知症の思いの啓発に取り組んでいる。「最後はホームで看取りたいまという家族の
望で、家族、医療機関と職員が協力をしてターミナルケアを行つた事例がある。初めての事で、職員の不安もあったが、家
の来訪回数、人数も多くなり、入居者とのお別れもでき、いい形での看取りが行われ、職員の自信に繋がつた。ホームの職

員会議や運営推進会議にも多数の入居者が自然に参加する事で「あたりまえの生活者」として考えるホームの理念を実践じ
いる。参加した入居者の姿や意見を聴くことで、職員や地域の代表の方も認知症の人への新たな理解が深まる機会となつ
いることがうかがわれる。今年度全国で始まつたばかりの運営推進会議のモデルになることを期待したい。



I 運 営理念

1. の

理者は、認知症対応型共同生活介護 (以下 !グループホーム」という。)に

令の意義を理解しており、これを自らが所属するグループホーム(以下『ホームどという。)
の運営上の方針や目標等に具体化し、介渡従業者に日常的に話しているc

ホームの見やすいところ|こ明示し、
かつ、入居者及びその家族等に分かりやすく説明してレ`る。

lll用者の権和j・義務を利用案内時の説明文書及び契約書に分かりやすく示し、かつ、
入居者及びその家族等廷説明し同意を得ている。

2. の

ホームの運営理念や役割が地域に理解されるよう、地域に対する運営理念の啓発・

報に取り組んでいる。(ホームの説明会、ホーム便り等)

正 生活空間づくり

な

じさせず、入居看や家族が入りやすく、近隣の住民も訪ねやすい

よう、玄関まわりや建物の周囲に、家庭的な雰囲気づくりの配慮をしている二(玄関まわり
に草花を植える、親しみやすい表札をかける等)

共用の生活空間(玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等)が、t ずヽれも家庭白|

な雰囲気を有しており、調度や設備、物品や装飾も家庭的で浄)る1

共用空間の中に、入居者が一人になつたり気のあった人居者同士で自由に過ごせるよ

うな居場所を確保している。

居室には、使い慣れた家具や生活用品、装飾品等が持ち込まれ、安心して過ごせる

場所となっている。

2.心身の状態にあわせた生活空間づくり できている 改善が必要 判断不能

Oど :の低下 i□騒1】

O

入居者の身体機能の低下にあわせて、安全かつできるだけ自立した生活を送れるよう
にするための設備や工夫がある。(すべり止めや要所への手すり等の設置、浴槽・便座・

流じ台等の使い勝手の工夫、物子し等の高さの調節等)

10

い等のD ェとこ,

O

職員は、入居者一人ひとりがホーム内の場所が分かるかを把握しており、家庭的な雰
囲気をこわさずに、場所の間違いや分からないことでの混乱を防ぐための工夫をこらして
いる,(トイレや部屋の目印等)

O音 の大きさや光の強さに対する配,

O
入居者が落ち着いて暮らせるように、音の大きさや光の強さに配慮している。(テレど、

職員の会話のトーン、照明の強度、まぶしさ、日射し等)

の

O
気になる臭いや空気のよどみがないように、換気を適宜行つている。また、冷暖房の温

度調節は、冷やし過ぎや暖め過ぎがないように適切に行つている。



目につくところヤこ設置してV る`。

況に応じて

供している。(ほうき、たらい、裁縫道具、大工道具、園芸用品、趣味の品等)

Iケ アサービス

1.ケアマネジメン

アセスメント1こ基づ↓ヽて、入 一
人ひとりの特

た具体的な介護計画を作成している。

計画を、すべての職員の気づきや意見を採り入れて っており、すべての

計画の内容を無ることができる仕組みを作つている。

後がら作成している。

介護計画に実施期間を明示して、その期間が終了する際に見直しを行うことはもとより、
状態変化に応じた随時の見直しを行つている。

画に反映させるため、入居者一人ひとりの や変化を具
|こ記録しているて

職員の申し送りや情報伝達を確実に行い、重要な点はすべての職員に伝わる仕組み

チームケアのための
チームとしてケアを行う上での課題を解決するため、すべての職員で、定期的に(緊考

条件がある場合にはその都度)会議を開催し、活発に意見交換を行つて合意を図つて▼
る。

ホーム内でのくらしの支援

(1)介護の基本の実行

番号 評   価 項 目 できている 改善が必要 判断不能
一人 ひとりの!

O

職員は、需に入岩者一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねるような言
葉かけや対応を行つていない。(入居者一人ひとりの違いの尊重、さりげない介助、プラ
イベートな場所での礼儀、本人の返容能力に応じた質問方法、本人が思つている「現
実」を否定しない等)

の

O
職員の言葉かけや態度はゆつたりしており、やさしい雰囲気で接している。

)入 一人ひとりの過去の かしたケア

O

入居看一人ひとりの生まれてからこれまでの生活歴、本人にとって大切な経験や出来
事を知り、その人らしい暮らしや尊巌を支えるためにそれを活かしている。



O入 居者のペースの:

O

職員は、職員側の決まりや都合で業務を進めていく態度ではなくt入居者潟ミ自轟に自
分のペースを保ちながら暮らせるように支えている。

)入 子の
ヨ

コ や 字 の へ の

O

職員は、入居者一人ひとりが自分で決めたり希望を表したりすることを大切にし、それ
らを促す取組を日常的に行つている。(選んでもらう場面を作る、選ぶのを待つ等)

一人でできることへの

O

目立支援を図るために、入居者の「できる衷耳
力出さずに見守ったリー緒に行うようにしている。

できそうなことどについては、手や口を極
(場面づくり、環境づくり等)

〇 のないケアの実践

O

身体拘束は行わないということをすべての職員が正しく認識しており、身体拘束のない
ケアを実践している。

けない工三

O

入居者の自由な暮らしを支え、入居若雫家族尊花石理両雇蓮石覇香葉露下丁ズ石
~

中は.玄関に鍵をかけなくてもすむような配慮をしている。やむを得ず鍵をかける場合
は、その根拠が現自で、その理由を家族に説明している。(外出の察知、外出傾向の把
握、近所の理解・協力の促進等)

庭的な食器を使
ものにしている。

入居者一人ひとりの咀
法としつつ、おいしそぅな盛り付けの工夫をしてt

取量、栄養バランスを、一

おおよそ把握している。

も入居者と同じ食事を一緒に楽しんで べながら、食べ方の混乱や食ベヨゴし等
に対するサポートをさりげなく行つている。

おむつをできる限り使用しないで済むように、入居者一人ひとりのわ卜泄パターンを把握
し、トインでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行つているc

の対応は、不 恥心、プライバシー
つている。

入居者一人ひとりの
帯、長さ、回数等)

にあわせ、くつろいだ入浴ができるように支援している。



入居者一人ひとりの希望にあわせて、理美容院の利用を支援している。(カット、パー

マ、染め、セット等)

容の乱れ、汚れ等に対し、プライドを大切にしてさりげなくカバーしている。(

衣、履き物、食べこぼし、日の周囲等)

入居者一人ひとりの睡眠のパターンを把握し、夜眠れない入居者には、1日の生活ソ
ムづくりを通した安眠策を取つている。

入居者が自分でお金を持つことの大切さを職員が分かつており、日常の金銭管理

人が行えるよう、入居者一人ひとりの希望や力量に応じて支援している。

ホーム内で入居者一人ひとりが楽しみごとや出番を見い出せるよう場面づくり等の

を行つている。(テレビ香組、週刊誌、園芸、食器洗い、掃除、洗濯物たたみ、小動物の

世話、新聞取り等)

の の できている が 必 明断不

O医 療関係者への相談

O

心身の変化や異常発生時に、気軽に相談できる医療関係者を確保している。(医師、

科医師、保健師、看護師等)

O早 期退院に向けた医療機関との英

○
入院した場合、早期退院のための話しあいや協力を医療機関と行つている。

〇 う 府の

○

年に最低1回は、健康診断や医師の指導を受けられるように支援している。開設間もな
いホームは、健康診断を受けられる準備や体制を整えている。

(6)心身の機能回復に向けた支援

Oぢ の 者

O

認知症の人の身体面の機能低下の特徴 (筋力低下、平衡感寛の悪化、犠下機能の低

下等)を理解し、買い物や散歩、調理、楽しみごと等の日常生活の中で自然に維持・向
上するように取り組んでいる。

7 )入居看 同士 の

46

Oトラブルヘの対応

O

職員は、入居者同士のけんかやトラブルの原因を把握し、必要な場合にはその解消に

努め、当事者や他の入居者に不安や支障を生じさせないようにしている。

理

Oロ 1のメ

O

入居者の力を引き出しながら、日の中の海れや臭いが生じないよう、日控の清潔を日
常的に支援している。(歯磨き・入れ歯の手入れ・うがい等の支援、出血や炎症のチェツ
ク等)

48

O服 薬の

O

職員は、入居者が使用する薬の目的や副作用、用法や用量を承知しており、入居者
一人ひとりが医師の指示どおりに服薬できるよう支援し、症状の変化を確認している。



O緊 急時の手当

O

入居者のけが等の緊急時に、職員は応急手当を行うことができる。(けが、骨折、発

作、のど詰まり等)

O感 染症対策

O

感染症に対する予防や対応の取り決めがあり、実行している。(インフルエンす、折癖、

肝炎、MRSA等 )

3 = 入 の で の の

入居者が、ホームの中だけで過ごさずに、積極的に近所に出かけて楽しめるような

囲気を作つている。(買い物、散歩、近隣訪間、集会参加等)

4 コ入 の

家族が気軽に訪間でき、訪問時は居心地よく過ごせるような雰囲気を作つている。(来
やすい雰囲気、歓迎、関係再構築の支援、湯茶の自由利用、居室への宿泊のしやすさ

貯 運営体制

人代表者及び管理者は、ケアサービスの

や責任をふまえて、共に取り組んでいるc

八れや入居継続の可否については、
の意見を聞いている。

入居者の状態や生活の流れを支援するために、これに即した職員の勤務ローテーシ

声ンを組んでいる。

職員が、採用時、フォローアップ等それぞれの段階に応じた

をすべての職員に周知している。

を受講し、その

ストレスの

職員の業務上の悩みやストレスを解消する方策を採り入れている。
会、職員相互の親睦、悩みの聴取、スーパーパィザーの導入等)



3.入 居時及び退居時の対応方針

番 号 評 価 項 目 できている 改善が必要 判断不能

O入 居者の決定のための検討

O
グループホームに適した入居対象者であるか、十分に検討している。(介護保険被保

険者証、診断書、入居申請に至る経過、生活や対人関係、入居者・家族の希望等)

〇退居の支援

○

退居は、契約に基づくとともにその決定過程が明確である。また、入居者や家族に十

分な説明を行つた上で、納得のいく退居先に移れるように支援している。退居事lrllがな
い場合は、その体制がある。

4.衛 生 ・安全管理

60

Oホ ーム内の衛生管理

O
ホーム内の清潔や衛生を保持している。(食品、布や、包丁、まな板、冷蔵庫、洗濯機

等)

O注 意の必要な物品の保管 ・管理

O

薬や洗剤、刃物等の注意の必要な物品については、保管場所、管理方法等を明確に

取り決め、かつ、そのとおりに実行している。

O事 故の報告書と活用

O

けが、転倒、窒思、意識不明、行方不現等の緊急事態が発生した場合、事故報告をま

とめており、サービスの改善につなげている。(再発防止の話しあい、今後に活かす意義
づけ等)

5.情報の開示コ提供

できている番 号

の取組みを行つている。介護相談員や評価調査員等の訪聞時には、

報を積極的に提供している。

け入れるホーム側の窓 日

その利用の仕方を文書とコ頭で繰り返し伝えている。

7.ホ ームと家族との交流

平 田  I質   目 できている 不

Oラ この意見や要望を引 軍出1 多かけ

O
家族が、気がかりなことや、意見、希望を職員に気軽に伝えたり相談したりできるよう

に、面会時の声かけ、定期的連絡等を積極的に行つている。

への 日常 の様子 に

O

家族に、入居者の暮らしぶりや日常の様子を定期的、具体的に伝えている6(1たよりど
の発行や行事ビデオの上映、写真の送付等)

の

O

入居者が金銭の管理ができない場合には、その代替方法を家族と相談の上定めてお
り、家族に定期的にその出納を明らかにしている。



の

の市 町村 事 業を積 極 的 に受 託 してい

運営推進会議を2ヶ月に1回行い、市町村担当者が参加してし

地域の人達が、遊びに来たり

のために、周辺地域の諸施設から協力を得ることができ入居者の生活の安定や拡がりのために、周辺地域の話施設から協力を得ることがで

るよう、理解を拡げる働きかけを行つている。(商店、福祉施設、警察、消防、文化教育

ホームの機能を、入居者のケアに配慮しつつ地域に開放している。(認知症の

関わり方についての相談対応・教室の開催、家族・ボランティア等の見学・研修の受入
れ等)

※(1)「管理者」には、管理者不在の場合にこれを補佐する者を含む=

(2)「職員」に1ま、管理者及び非常勤職員を含む.


